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２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

・「場合の数と確率」「整数の性質」「図形の性質」における基礎的な知識の習得と技能の習熟を図

る。 

・事象を数学的に考察する能力を養い、数学のよさを認識できるよう、またそれらを活用できるよ

うにする。 

授業の内容に対して興味をもち、意欲

を持って演習や課題に取り組むことが

できる。また、習得した数学的な知識や

考え方を様々な問題を解決する道具と

して数学を活用しようとする態度をも

っている。 

評価方法 

a 関心・意欲・態度 

提出物 

b 数学的な見方や考え

c 数学的な技能 d 知識・理解 

場合の数と確率、整数の性質、図形の

性質など、数学の授業で得た知識や考え

方を様々な問題を解決するための考える

力を育成している。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 

計算、図形の見方など、問題を解決する

ための考える力を育成し、数学を活用する

ために必要な計算力や表現力、処理能力を

身につけている。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 

授業で扱う数学的な記号や式、計

算の方法、図形の見方などの基本的

な数学の仕組みを理解している。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 

数学は問題を多く解くことが重要です。副教材を用いて問題をたくさん解いてください。ただ答

えを求めるだけでなく、大切なことは途中式や考え方も書くことです。また、各自答え合わせとや

り直しをきちんとすること。答え合わせだけでは採点になってしまうので、自分がどこでつまずい

たかを知るためにやり直しをすることが大切です。単なる採点にならないよう注意してください。

答え合わせをしたらもう一度その問題にチャレンジし、何も見ずに自分の力だけで解けるようにな

るまで何度も繰り返しチャレンジしてください。 

問題集を解く際は問題集ノートを用意し、担当の先生の指示に従って提出しましょう。 



４　学習プログラム（年間学習指導計画　１学期）　　　　　　　★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己

評価 a b c d

三角形と比 ○ ○ ○ ○

三角形の重心・外心
・内心

○ ○ ○

チェバの定理
メネラウスの定理

○ ○ ○

円周角の定理 ○ ○ ○

円に接する四角形 ○ ○

円と直線 ○ ○ ○ ○

2つの円 ○ ○ ○

直線と平面 ○ ○

空間図形と多面体 ○ ○

集合の要素の個数 ○ ○ ○ ○

数え上げの原則 ○ ○ ○

場合の数 ○ ○

集合と場合
の数

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b ベン図を利用して集合を図示することで，要素の個数を考察することができる。
　道順の数え方を日常生活の問題解決方法として活用することができる。
c 和集合，補集合の要素の個数の公式を利用できる。
　和集合や補集合について理解し，その要素の個数を求めることができる。
　事象に応じて，樹形図，和の法則，積の法則を使い分けて場合の数を求めることができる。
d 和集合や補集合について理解する。
　樹形図，和の法則，積の法則の利用場面を理解している。

1
学
期
期
末

円の性質

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
　2つの円の位置関係と，中心間の距離と半径の関係を積極的に考察しようとする。
b 定理や性質を、物事の証明に必要な道具として活用することができる。
c 定理を適切に利用して、角の大きさを求めることができる。
　円に内接する四角形の性質を利用して，角度を求めることができる。
　円の接線の性質や円の接線と弧の作る角の性質を利用して，線分の長さや角の大きさを求めることができる。
　共通接線の定義を利用して，その長さの求めることができる。
d 円の基本的な性質、 円周角の定理と円周角の定理の逆を理解する。
　方べきの定理を理解する。
　共通接線の定義を理解する。

評価方法
主な評価の観点

提出物
確認テスト
定期考査

提出物
確認テスト
定期考査

学
期

学習内容 単元の評価規準（生徒の到達目標）単元

三角形と比

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 木の高さを求めるなど、日常生活における問題解決方法として定理や性質を活用することができる。
c 定理を適切に利用して，線分の比や長さを求めることができる。
　三角形の三心の性質を適切に利用して、辺の長さや角の大きさを求めることができる。
　チェバの定理，メネラウスの定理を，三角形に現れる線分比を求める問題に活用できる。
d 線分の内分・外分，平行線と比などの基本事項を理解する。
　三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解する。
　チェバの定理・メネラウスの定理を理解する。

1
学
期
中
間

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 正多面体の特徴を理解し，それに基づいて面，頂点，辺の数を求めることができる。
d 空間における2直線の位置関係やなす角を理解する。
　正多面体の特徴を理解する。

空間図形



４　学習プログラム（年間学習指導計画　２学期） 　　　　　　　★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己

評価 a b c d

順列 ○ ○ ○

組合せ ○ ○ ○

事象と確率 ○ ○ ○

確率の基本性質 ○ ○ ○ ○

独立な試行の確率 ○ ○

条件つき確率 ○ ○ ○

単元

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 試行の結果を事象としてとらえ，事象を集合と結びつけて考えることができる。
c 順列，円順列，重複順列の公式を理解し，利用することができる。
　組合せの公式を理解し，利用することができる。
d 順列の総数，階乗を記号で表すことができる。
　組合せの総数を記号で表すことができる
　試行の結果の事象を集合として表すことができる。

2
学
期
中
間

評価方法
学
期

学習内容 単元の評価規準（生徒の到達目標）
主な評価の観点

提出物
確認テスト
定期考査

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 集合の性質を用いて，確率の性質を一般的に考察することができる。
c 和事象，余事象の確率を求めることができる。
　独立な試行、反復試行の確率を，公式を用いて求めることができる。
　条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率の計算ができる。
d 確率の性質、和事象、余事象を理解する。
　条件付き確率や確率の乗法定理を理解する。

提出物
確認テスト
定期考査

集
合
と
場
合
の
数

2
学
期
期
末

い
ろ
い
ろ
な
確
率



４　学習プログラム（年間学習指導計画　３学期）　　　　　　　　　　　　　 ★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己 評価

評価 a b c d 方法

約数と倍数 ○ ○ ○ ○

いろいろな数の倍数 ○ ○

素因数分解 ○ ○ ○

最大公約数と最小公倍数 ○ ○

整数の割り算と商・余り ○ ○ ○

ユークリッドの互除法 ○ ○ ○

1次不定方程式 ○ ○

分数と小数 ○ ○

ｎ進法 ○ ○ ○

提出物
確認テスト
定期考査

学
期

学習内容 単元の評価規準（生徒の到達目標）
主な評価の観点

約数と倍数

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b ある整数aの倍数はakと表せることを使って，簡単な命題を証明することができ
る。
c ある整数aの倍数をakと表すことができる。
　自然数の素因数分解を求めることができる。
d 約数、倍数の意味を理解している。
　3の倍数，9の倍数の判定法について理解している。
　自然数の正の約数やその個数を求めるのに，
　素因数分解が利用できることを理解している。
　素因数分解を利用して最大公約数・最小公倍数を求める方法を理解している。
　2つの整数が互いに素であるかどうかを判別できる。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
　素因数分解をしなくても，互除法によって最大公約数が求められることに
　興味・関心をもつ。
b 整数aを正の整数bで割る割り算を，aとbの間に成り立つ等式として
　とらえることができる。
c 2つの整数a，bを除数と余りを用いて表し，a＋bなどの余りを求めることができ
る。
　ユークリッドの互除法を用いて、2数の最大公約数を求めることができる。
d 互除法の原理を理解する。
　1次不定方程式，整数解の意味を理解する。

ユークリッ
ドの互除法

と
不定方程式

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 循環小数を表す記号を用いて，分数を循環小数で表すことができる。
　n進法の整数を10進法で，10進法の整数をn進法で表すことができる。
d 位取り記数法，10進法，2進法，n進法について理解する。

整数の性質
の活用

単元

3
学
期
期
末


